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Ⅰ 調査概要 
 

（１）調査の目的 

社会が成熟し多様化していく中、年齢・性別・国籍・障害の有無など、一人ひとりが持つ違い

を認め、それぞれが個性や能力を活かして、自分らしく活躍できる社会を構築することがより重

要となっている。 

ついては、市民の多様性に関する意識を把握し、施策内容検討の基礎資料とするため、アンケ

ート調査を実施した。 

 

 

（２）調査の種類 

調査名 調査対象 

千葉市多様性を活かしたまちづくりに向けた調査 

市内在住の満 15 歳以上の男女 1,500 名ずつ

を住民基本台帳から無作為抽出 

（計 3,000 名） 

 

 

（３）調査方法と回収状況 

調査方法：郵送とインターネットによるアンケート調査 

調査期間：令和 5 年 12 月 29 日（金）～令和 6 年 1 月 26 日（金） 

 

＜回収状況＞ 

発送数 回収数 回収率 

3,000 件 1,081 件 

（
内
訳)

 

郵送  ：754 件 

WEB：327 件 
36.0％ 

 

 

（４）調査項目 

①多様性を活かしたまちづくりについて 

②男女共同参画社会について 

③あなた自身について 
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（５）調査結果を見る上での注意事項 

① ｎ（number of cases）は比率算出の基数であり、各設問に対する回答者数である。 

② 回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。したが

って、単一回答形式の設問においては、回答比率を合計しても 100.0％にならない場合

がある。 

③ 回答者が２つ以上の回答をすることができる複数回答形式の設問においては、各設問の

調査数を基数として算出するため、全ての選択肢の比率を合計すると 100.0％を超える

場合がある。 

④ 図表及び本文で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

⑤ 図表及び本文で、性別の表記に関しては、「Ｆ1」における出生時の性別を示している。 

⑥ 表は各区分において割合が最も高い値に濃く色付けをしている。 

⑦ 図表及び表で、「性別」・「年齢」欄の集計は、無回答を除外しているが、「全体」には表

示しているため、合計しても「全体」と一致しない場合がある。  

⑧ 「その他」「具体的な内容」「市へのご意見・ご要望」は、回答をすべて引用したものでは

なく、同じ内容の記述をまとめたり抜粋したりするなど、回答の概要と傾向を示したも

のである。 
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Ⅱ 調査結果 
 

１．基本属性 

（１）性別 

Ｆ１ あなたが生まれた時の性別（出生時の戸籍・出生届の性別）について、あ

てはまるものを 1 つ選んで○をつけてください。※「出生時」とは、生ま

れたときに最も近い時点のことを指します。 

 

「男性」は 46.7％、「女性」は 53.3％であった。 

 

 

 

  

  

男性

46.7%女性

53.3%

(n=990）

  

全  体 (n=990)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=181)

６０歳以上 (n=423)

年

齢

46.7

45.5

43.5

40.2

44.0

48.6

49.2

53.3

54.5

56.5

59.8

56.0

51.4

50.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性
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Ｆ２ あなたは今の自分の性別を、出生時の性別（F1 で〇をつけたもの）と同じ

だととらえていますか。あてはまるものを 1 つ選んで○をつけてください。 

 

「出生時の性別と同じ」が 98.5％と最も高く、次いで「違和感がある」が 1.3％、「別の性

別だととらえている」が 0.2％となっている。 

男女別、年代別ともに「出生時の性別と同じ」が 9 割を超えている。 

 

 

 

 

  

  

  

出生時の性別と同じ

98.5%

別の性別だととらえている

0.2%

違和感がある

1.3%

(n=986）

  

全  体 (n=986)

男性 (n=461)

女性 (n=525)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=181)

６０歳以上 (n=420)

性

別

年

齢

98.5

99.1

97.9

93.9

96.5

96.0

98.2

99.4

99.5

0.2

0.2

0.2

3.0

0.6

1.3

0.7

1.9

3.0

3.5

4.0

1.2

0.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出生時の性別と同じ 別の性別だととらえている 違和感がある
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Ｆ３ （F2 で『2 別の性別だととらえている』や『３ 違和感がある』と答え

た方にお聞きします。）今の認識にもっとも近い性別について、あてはまる

ものを１つ選んで○をつけてください。  

 

「男性・女性のどちらでもある」、「男性・女性の間」及び「男性・女性のどちらでもない」が

20.0％（3 人）で並んでいる。 

 

 

 

 

【その他】 

⚫ 性別を意識して生きていない 

 

  

  

  

出生時の性別

と同じ性別

13.4%

男性 ・ 女性の

どちらでもある

20.0%

男性・女性の間

20.0%

男性 ・ 女性の

どちらでもない

20.0%

自分の性別が

揺れ動いている

13.3%

その他

13.3%

(n=15）

  

全  体 (n=15)

男性 (n=4)

女性 (n=11)

１５～１９歳 (n=2)

２０～２９歳 (n=3)

３０～３９歳 (n=4)

４０～４９歳 (n=3)

５０～５９歳 (n=1)

６０歳以上 (n=2)

性

別

年

齢

13.4

25.0

9.1

50.0

33.3

20.0

25.0

18.2

50.0

33.3

100.0

20.0

27.3

33.3

33.3

50.0

20.0

27.3

33.3

50.0

13.3

25.0

9.1

33.3

50.0

13.3

25.0

9.1

50.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出生時の性別と同じ性別 男性・女性のどちらでもある 男性・女性の間

男性・女性のどちらでもない 自分の性別が揺れ動いている その他
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Ｆ４ （Ｆ２で『２ 別の性別だととらえている』 や 『３ 違和感がある』と

答えた方にお聞きします。）あなたは今の認識にもっとも近い性別で社会的

な生活を送ることができていますか。あてはまるものを１つ選んで○をつ

けてください。  

 

 「一部でできている」が 33.3％（5 人）と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

【その他】 

⚫ 何が男で何が女なのかがよく分からない 

 

  

  

  

できている

26.7%

一部でできている

33.3%

できていない

13.3%

送るつもりはない

6.7%

答えたくない

6.7%

その他

13.3%

(n=15）

  

全  体 (n=15)

男性 (n=4)

女性 (n=11)

１５～１９歳 (n=2)

２０～２９歳 (n=3)

３０～３９歳 (n=4)

４０～４９歳 (n=3)

５０～５９歳 (n=1)

６０歳以上 (n=2)

性

別

年

齢

26.7

36.4

50.0

100.0

50.0

33.3

25.0

36.4

100.0

25.0

33.3

13.3

18.2

66.7

6.7

9.1

50.0

6.7

25.0

50.0

13.3

50.0

50.0

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できている 一部でできている できていない 送るつもりはない 答えたくない その他
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Ｆ５ あなたの好きになる性（性的指向）について、あてはまるものを１つ選ん

で○をつけてください。 

 

「分からない」が 4.2％、「両方」が 3.9％、「どちらでもない」が 3.5％となっている。 

 男女別にみると、男性では「同性」が 9.7％、「分からない」が 3.3％、「どちらでもない」が

2.9％、女性では「同性」6.4％、「両方」が 5.3％、「分からない」が 5.1％となっている。 

 

 

 

 

 

  

  

  

異性

79.1%

同性

7.9%

両方

3.9%

どちらでもない

3.5%

分からない

4.2%

答えたくない

1.4%

(n=970）

全  体 (n=970)

男性 (n=455)

女性 (n=514)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=404)

性

別

年

齢

78.9

80.4

77.6

78.8

80.0

90.1

89.8

90.0

66.6

7.9

9.7

6.4

3.0

4.7

2.0

3.6

2.2

14.9

3.9

2.4

5.3

6.1

9.4

2.0

2.4

1.1

5.0

3.5

2.9

4.1

3.0

1.0

1.2

1.7

6.7

4.2

3.3

5.1

9.1

4.7

3.0

1.8

3.9

5.2

1.4

1.3

1.6

1.2

2.0

1.2

1.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

異性 同性 両方 どちらでもない 分からない 答えたくない
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Ｆ６ あなたの表現したい性（言葉・服装・髪型など）について、あてはまるも

のを１つ選んで○をつけてください。  

 

「どちらでもない」が 5.7％、「分からない」が 3.9％、「両方」が 2.9％となっている。 

男女別にみると、男性では「どちらでもない」が 5.0％、「分からない」が 4.8％、「両方」が

2.6％、女性では「どちらでもない」が 6.2％、「両方」、「分からない」が 3.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

出生時の性別

と同じ性別

85.3%

出生時の性別

と違う性別

1.2%

両方

2.9%

どちらでもない

5.7%

分からない

3.9%

答えたくない

1.0%

(n=974）

全  体 (n=974)

男性 (n=459)

女性 (n=514)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=181)

６０歳以上 (n=406)

性

別

年

齢

85.3

85.2

85.4

84.8

85.9

83.3

83.7

88.4

85.0

1.2

1.3

1.2

1.2

1.0

1.2

0.6

1.7

2.9

2.6

3.1

6.1

7.1

3.9

3.0

2.2

1.7

5.7

5.0

6.2

3.0

3.5

4.9

7.8

5.5

5.7

3.9

4.8

3.1

6.1

2.4

4.9

2.4

2.2

5.2

1.0

1.1

1.0

2.0

1.8

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出生時の性別と同じ性別 出生時の性別と違う性別 両方 どちらでもない 分からない 答えたくない
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（２）年齢 

Ｆ７ あなたの年齢はおいくつですか。あてはまるものを１つ選んで○をつけて

ください。  

 

「60 歳以上」が 42.8％と最も高く、次いで「50～59 歳」が 18.3％、「40～49 歳」が 16.8％

となっている。 

 男女ともに「60 歳以上」が 4 割を超えている。 

 

 

 
 

 

 

  

  

  

１５～１９歳

3.3%
２０～２９歳

8.6%

３０～３９歳

10.3%

４０～４９歳

16.8%

５０～５９歳

18.3%

６０歳以上

42.8%

(n=991）

  

全  体 (n=991)

男性 (n=462)

女性 (n=528)

性

別

3.3

3.2

3.4

8.6

8.0

9.1

10.3

8.9

11.6

16.8

15.8

17.6

18.3

19.0

17.6

42.8

45.0

40.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１５～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０歳以上
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（３）職業 

Ｆ８ あなたの主なお仕事の業種について、あてはまるものを１つ選んで○をつ

けてください。  

 

「無職」が 33.4％と最も高く、次いで「その他の業種」が 14.6％、「卸売業・小売業」が 6.8％

となっている。 

 男女ともに「無職」が最も高くなっている。 

 年代別にみると、20～29 歳で「学生」が最も高く、40～49 歳・60 歳以上で「無職」が最

も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

(n=977)

農業・林業・漁業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

医療

福祉

公務（1～10以外）

その他の業種

学生

無職

製造業

情報通信業

宿泊業・飲食サービス業

学術研究・教育・学習支援

建設業

0.3

5.5

6.4

4.1

3.0

6.8

2.5

4.1

5.7

4.0

4.5

14.6

5.1

33.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 （単位：％）

  全  体
農業・林業・
漁業

建設業 製造業 情報通信業
運輸業・郵
便業

卸売業・小
売業

宿泊業・飲
食サービス
業

学術研究・
教育・学習
支援

医療 福祉
公務（1～10
以外）

その他の業
種

学生 無職

100.0 0.3 5.5 6.5 4.1 3.0 6.8 2.5 4.1 5.7 4.0 4.5 14.7 5.1 33.3

100.0 0.7 9.4 11.4 5.5 4.4 5.9 1.3 3.7 1.8 2.2 5.5 15.4 4.8 28.1

100.0 0.0 2.1 2.1 2.9 1.7 7.5 3.5 4.4 9.2 5.6 3.7 14.0 5.4 37.9

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

100.0 0.0 3.5 8.2 5.9 2.4 12.9 2.4 4.7 9.4 3.5 2.4 15.3 22.4 7.1

100.0 0.0 4.0 6.9 9.9 5.0 5.9 4.0 9.9 9.9 4.0 9.9 21.8 0.0 8.9

100.0 0.0 6.0 10.2 6.6 6.0 12.7 3.6 4.2 11.4 6.6 5.4 13.3 0.0 13.9

100.0 0.0 11.0 11.6 6.1 3.3 7.7 3.9 5.0 5.0 3.9 6.6 22.7 0.0 13.3

100.0 0.7 4.1 2.7 0.7 1.5 3.4 1.2 2.4 2.4 3.4 2.7 10.9 0.0 63.9６０歳以上

  全  体
性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳
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（４）国籍 

Ｆ９ あなたの国籍について、あてはまるものを１つ選んで○をつけてくださ

い。 

 

 国籍は全て日本であった。 

 

 

 

  

  

  

日本

100.0%

(n=991）

  

全  体 (n=991)

男性 (n=462)

女性 (n=528)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=181)

６０歳以上 (n=424)

性

別

年

齢

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本
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（５）最終学歴 

Ｆ10 あなたの最終学歴（または在学中の学校）について、あてはまるものを１

つ選んで○をつけてください。  

 

「大学・大学院」が 39.2％と最も高く、次いで「高等学校」が 33.3％、「短期大学・高等専門

学校」が 23.2％となっている。 

 男女別にみると、男性では「大学・大学院」が半数を超え、女性では「高等学校」が 36.3％で

最も高くなっている。 

 年代別にみると、20～29 歳で「大学・大学院」が 61.2％と最も高く、年代が上がるにつれ

て低くなっている。 

 

 

 

  

  

中学校

3.1%

高等学校

33.3%

短期大学・高等専門学校

23.2%

大学・大学院

39.2%

その他

1.1%

(n=986）

  

全  体 (n=986)

男性 (n=461)

女性 (n=524)

１５～１９歳 (n=32)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=179)

６０歳以上 (n=423)

性

別

年

齢

3.1

4.1

2.3

3.1

2.4

0.6

5.9

33.3

29.7

36.3

81.3

20.0

21.8

23.5

26.3

41.8

23.2

11.7

33.4

6.3

17.6

24.8

26.5

33.5

19.6

39.2

52.9

27.3

9.4

61.2

52.5

46.4

38.5

31.4

1.1

1.5

0.8

1.2

1.0

1.2

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校 高等学校 短期大学・高等専門学校 大学・大学院 その他
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（６）障害者手帳の有無 

Ｆ11 あなたは障害者手帳を持っていますか。あてはまるものを選んで○をつけ

てください。  

 

「持っていない」が 95.9％と最も高く、次いで「身体障害者手帳」が 2.1％、「精神障害者保健

福祉手帳」が 0.9％となっている。 

 男女別、年代別ともに「持っていない」が 9 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

(n = 985)

持っていない

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

療育手帳

答えたくない

95.9

2.1

0.9

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 （単位：％） 

持っていない
身体障害者

手帳

精神障害者
保健福祉手

帳
療育手帳 答えたくない

95 .9 2 .1 0 .9 0 .5 0 .6

95 .9 1 .7 1 .1 0 .4 0 .9

96 .0 2 .5 0 .8 0 .6 0 .4

100 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

96 .5 1 .2 2 .4 0 .0 0 .0

94 .1 1 .0 0 .0 3 .0 2 .0

96 .4 0 .6 2 .4 1 .2 0 .0

95 .6 1 .1 1 .7 0 .0 1 .7

96 .0 3 .8 0 .0 0 .0 0 .2

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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（７）所得 

Ｆ12 あなたの所得について、あてはまるものを１つ選んで○をつけてくださ

い。 

 

「100 万円以上 400 万円未満」が 39.5％と最も高く、次いで「100 万円未満」が 24.0％、

「400 万円以上 700 万円未満」が 16.6％となっている。 

 男女ともに「100 万円以上 400 万円未満」が最も高くなっている。 

 年代別にみると、20～29 歳・60 歳以上で「100 万円以上 400 万円未満」が半数以上とな

っている。 

 

 

  

全  体 (n=974)

男性 (n=456)

女性 (n=517)

１５～１９歳 (n=29)

２０～２９歳 (n=84)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=179)

６０歳以上 (n=416)

性

別

年

齢

24.0

10.1

36.4

89.7

27.4

16.8

21.2

15.6

25.2

39.5

37.1

41.6

50.0

31.7

25.5

26.8

53.1

16.6

23.0

11.0

17.9

34.7

24.8

18.4

9.1

8.5

14.3

3.5

10.9

18.2

17.9

2.4

4.5

8.6

1.0

1.0

5.5

11.7

3.1

6.8

7.0

6.6

10.3

4.8

5.0

4.8

9.5

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100万円未満 100万円以上400万円未満 400万円以上700万円未満 700万円以上1,000万円未満 1,000万円以上 答えたくない

  

  

100万円未満

24.0%

100万円以上

400万円未満

39.5%

400万円以上

700万円未満

16.6%

700万円以上

1,000万円未満

8.5%

1,000万円以上

4.5%

答えたくない

6.8%

(n=974）
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２．多様性を活かしたまちづくりについて 

（１）多様性を認めることの重要度 

問１ あなたは、多様性を認めることを重要だと思いますか。あてはまるものを

1 つ選んで○をつけてください。  

 

「重要である」が 61.7％と最も高く、次いで「やや重要である」が 31.5％、「あまり重要で

はない」が 5.3％となっている。 

男女別、年代別ともに「重要である」が半数を超えている。 

 

 

 

 

 

  

  

重要である

61.7%

やや重要である

31.5%

あまり重要ではない

5.3%

重要ではない

1.4%

(n=993）

  

全  体 (n=993)

男性 (n=461)

女性 (n=524)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=420)

性

別

年

齢

61.7

63.3

60.5

66.7

61.2

57.8

58.4

66.1

62.1

31.5

26.9

35.5

30.3

32.9

38.2

34.3

25.0

31.2

5.3

7.4

3.6

3.0

4.7

2.0

6.6

7.8

5.0

1.4

2.4

0.4

1.2

2.0

0.6

1.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要である やや重要である あまり重要ではない 重要ではない
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（２）多様性を活かしたまちづくりの推進について 

問２ あなたは、多様性を活かしたまちづくりをどのように推進するべきだと思

いますか。あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。  

 

「地域社会と一人ひとりの両方で推進するべき」が 64.6％と最も高く、次いで「地域社会をあ

げて推進するべき」が 24.3％、「一人ひとりの個人が推進するべき」が 8.5％となっている。 

男女別、年代別ともに「地域社会と一人ひとりの両方で推進するべき」が半数を超えている。 

 

 

 

  

全  体 (n=991)

男性 (n=460)

女性 (n=524)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=418)

性

別

年

齢

24.3

26.5

22.3

18.2

22.4

26.5

22.9

24.4

25.1

8.5

9.8

7.3

24.2

10.6

12.7

9.6

5.0

6.7

64.6

59.1

69.5

57.6

63.5

57.8

63.9

68.3

65.8

2.6

4.6

1.0

3.5

2.9

3.6

2.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会をあげて推進するべき 一人ひとりの個人が推進するべき

地域社会と一人ひとりの両方で推進するべき 推進するべきでない

  

  

地域社会をあげて

推進するべき

24.3%

一人ひとりの個人が

推進するべき

8.5%

地域社会と一人ひとりの

両方で推進するべき

64.6%

推進するべきでない

2.6%

(n=991）
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（３）生きづらいと感じることがあるか 

問３ あなたは、生きづらいと感じることがありますか。あてはまるものを 1 つ選

んで○をつけてください。 

 

「たまに感じる」が 34.6％と最も高く、次いで「あまり感じることがない」が 29.1％、「感じ

ることがない」が 28.7％となっている。 

男女別にみると、男性では「感じることがない」が 33.9％と最も高く、女性では「たまに感

じる」が 36.4％と最も高くなっている。 

年代別にみると、１５～１９歳で「感じることがない」が 36.4％と最も高く、その他の年代

では「たまに感じる」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

  

よく感じる

7.6%

たまに感じる

34.6%

あまり感じる

ことがない

29.1%

感じることが

ない

28.7%

(n=992）

  

全  体 (n=992)

男性 (n=460)

女性 (n=525)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=419)

性

別

年

齢

7.6

7.0

8.0

6.1

10.6

11.8

7.8

7.8

5.7

34.6

32.6

36.4

33.3

34.1

37.3

36.1

37.2

32.5

29.1

26.5

31.4

24.2

28.2

21.6

30.1

31.7

30.1

28.7

33.9

24.2

36.4

27.1

29.4

25.9

23.3

31.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく感じる たまに感じる あまり感じることがない 感じることがない
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（４）生きづらいと感じる理由 

問４ 『問 3 で 1～3』を選んだ方にお聞きします。あなたは、どのような理由で

生きづらさを感じていますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は

いくつでも） 

 

 「年齢に関するもの」が 36.7％と最も高く、次いで「所得・財産に関するもの」が 31.1％、

「職業に関するもの」が 22.4％となっている。 

男女別にみると、男性では「所得・財産に関するもの」が 35.9％と最も高く、女性では「年齢

に関するもの」が 41.9％と最も高くなっている。 

年代別にみると、15～19 歳で「学歴に関するもの」が最も高く、30～39 歳・40～49 歳で

「所得・財産に関するもの」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

(n = 611)

年齢に関するもの

所得・財産に関するもの

職業に関するもの

性別に関するもの

学歴に関するもの

障害者に関するもの

身体的特徴に関するもの

疾病患者、医療従事者等に関するもの

犯罪被害に関するもの

思想・信条に関するもの

宗教・信仰に関するもの

国籍に関するもの

性的指向・性自認・性表現に関するもの

住所・出身地に関するもの

犯罪歴に関するもの

その他（不明）（自由記述）

36.7

31.1

22.4

18.8

18.7

17.0

10.3

9.8

9.8

7.9

7.2

6.4

5.6

3.9

2.0

14.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

年齢に関す
るもの

所得・財産に
関するもの

職業に関す
るもの

性別に関す
るもの

学歴に関す
るもの

障害者に関
するもの

身体的特徴
に関するも

の

疾病患者、
医療従事者
等に関する

もの

犯罪被害に
関するもの

思想・信条に
関するもの

宗教・信仰に
関するもの

国籍に関す
るもの

性的指向・
性自認・性
表現に関す

るもの

住所・出身
地に関する

もの

犯罪歴に関
するもの

その他（不
明）（自由記

述）

611 224 190 137 115 114 104 63 60 60 48 44 39 34 24 12 90

- 36.7 31.1 22.4 18.8 18.7 17.0 10.3 9.8 9.8 7.9 7.2 6.4 5.6 3.9 2.0 14.7

262 77 94 68 22 49 46 25 28 27 28 20 16 17 11 7 38

- 29.4 35.9 26.0 8.4 18.7 17.6 9.5 10.7 10.3 10.7 7.6 6.1 6.5 4.2 2.7 14.5

344 144 93 68 92 64 56 36 31 31 19 22 22 15 12 3 51

- 41.9 27.0 19.8 26.7 18.6 16.3 10.5 9.0 9.0 5.5 6.4 6.4 4.4 3.5 0.9 14.8

18 1 1 1 3 7 4 1 1 2 1 0 2 1 0 0 4

- 5.6 5.6 5.6 16.7 38.9 22.2 5.6 5.6 11.1 5.6 0.0 11.1 5.6 0.0 0.0 22.2

53 9 13 11 14 12 5 7 3 5 4 2 2 5 0 0 10

- 17.0 24.5 20.8 26.4 22.6 9.4 13.2 5.7 9.4 7.5 3.8 3.8 9.4 0.0 0.0 18.9

61 17 23 21 19 13 10 7 3 5 4 3 5 3 3 0 13

- 27.9 37.7 34.4 31.1 21.3 16.4 11.5 4.9 8.2 6.6 4.9 8.2 4.9 4.9 0.0 21.3

114 35 42 30 29 28 21 13 14 10 10 4 7 8 7 3 14

- 30.7 36.8 26.3 25.4 24.6 18.4 11.4 12.3 8.8 8.8 3.5 6.1 7.0 6.1 2.6 12.3

122 42 39 35 24 28 15 16 16 14 11 8 4 3 2 2 18

- 34.4 32.0 28.7 19.7 23.0 12.3 13.1 13.1 11.5 9.0 6.6 3.3 2.5 1.6 1.6 14.8

238 117 69 38 25 25 47 17 22 22 17 25 18 12 11 5 30

- 49.2 29.0 16.0 10.5 10.5 19.7 7.1 9.2 9.2 7.1 10.5 7.6 5.0 4.6 2.1 12.6

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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具体的な内容 

【年齢に関するもの】 

⚫ 若さを理由に尊重されないこと 

⚫ 年功序列で権力関係ができ、それが覆せないこと 

⚫ 妊娠・結婚など、年齢で期限があるように感じられること 

⚫ 老後の生活への不安 

⚫ 高齢を理由に尊重されないこと 

⚫ デジタルディバイドへの不安 

⚫ 高齢からくる健康への不安 

⚫ 年齢により就労の制限があること 

⚫ 年齢らしい振る舞いや外見が求められること 

⚫ 高齢により移動が難しくなっているのに、支援が少ないこと 

 

【所得・財産に関するもの】 

⚫ 自分の所得が低いこと 

⚫ 税金が高いこと 

⚫ 生活費の支払いだけで大変なこと 

⚫ 経済的格差、貧富の差を感じること 

⚫ 低所得者や子育て世帯は公的な援助を受けることができるのに、自分には何もないこと  

⚫ 収入の多寡で人間性まで判断されてしまうこと 

⚫ 資産形成が難しく、老後資金が足りるか不安 

⚫ 収入が上がらないこと 

⚫ 収入を周りと比べてしまうこと 

 

【職業に関するもの】 

⚫ エッセンシャルワーカーなどの給料が少ないこと 

⚫ 副業が禁止されていること 

⚫ 正社員とそれ以外の人に待遇の差があること 

⚫ 専業主婦やフリーターなどが軽視されていること 

⚫ 男女で待遇の差があること 

 

【性別に関するもの】 

⚫ 自分の性別らしい振る舞いを強制されていると感じること 

⚫ 女性だけが仕事と育児・家庭の両立について考えなければならないこと  

⚫ 女性は痴漢など犯罪の被害にあうことが多く、一人で外出することに恐怖を感じること  

⚫ 共働きでも育児の負担が女性に偏ること 

⚫ 職場で、昇給や昇進の際に男性が優遇されたり、育休産休を取った女性の評価が下がったり

すること 

⚫ 多様性を盾に取って女性が優遇されていること 
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【学歴に関するもの】 

⚫ 学歴が低いというだけが人間性まで悪いとみなされること 

⚫ 学歴が高くても「○○大のくせにできない」と言われること 

⚫ 大卒と高卒で就職や就業条件で差が付くこと 

 

【障害者に関するもの】 

⚫ 障害があると就労が難しいなど差別や偏見が社会にあること 

⚫ 施設や道路などのバリアフリー化が進んでいないこと 

⚫ 障害者をケアしている家族に公的な支援が不足していること 

 

【身体的特徴に関するもの】 

⚫ 外見に基づいて悪口を言われること 

 

【疾病患者、医療従事者等に関するもの】 

⚫ 医療従事者の待遇が悪いこと 

⚫ 回答者自身に持病があり、体調がすぐれないこと 

⚫ 特定の疾患に対する偏見や差別があること 

 

【犯罪被害に関するもの】 

⚫ 女性に対しての性犯罪が多いうえに、なぜか女性が自衛するよう求められること 

⚫ 犯罪が多様化し、いつどのような犯罪の被害者になるか不安 

⚫ 加害者に比べて被害者やその家族へのケアが不足していること  

 

【思想・信条に関するもの】 

⚫ 違う思想・信条を持っている人とのコミュニケーションが難しいこと 

 

【宗教・信仰に関するもの】 

⚫ 特定の宗教を信仰するよう強要されること 

⚫ 特定の宗教を信仰しているかどうかで人間性を判断されること 

 

【国籍に関するもの】 

⚫ 外国籍やハーフなどへの偏見や差別があること 

⚫ 外国人のマナーが悪いこと 

 

【性的指向・性自認・性表現に関するもの】 

⚫ 自身が性的少数者であることが理解されず、隠さなければならないこと  

⚫ 性的少数者への偏見や差別があること 

 

【住所・出身地に関するもの】 

⚫ 特定の住所、出身地、なまりに対して偏見や差別があること 
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【犯罪歴に関するもの】 

⚫ 一度罪を犯すと偏見や差別が付きまとい、更正が難しいこと 

 

【その他】 

⚫ 子育て世帯への支援が手薄で、子連れに対する世間の目が冷たく、子連れで出かけることが

難しいこと 

⚫ 結婚していないだけで下に見られること 

⚫ 夫婦別姓が実現していないこと 

⚫ 多様性が重視されすぎていて、共感できる他人と出会うことが難しいこと  

⚫ 同調圧力や他人への干渉が強すぎること 

⚫ シングルマザー・ファザーへの支援が少ないこと 

⚫ 家族の介護をしなければならないこと 

⚫ 経済的、住環境など格差があること 
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（５）身の回りの人が生きづらそうだと感じることがあるか 

問５ あなたは、身の回りの人が生きづらそうにしていると感じることがあります

か。あてはまるものを 1 つ選んで○をつけてください。 

 

「たまに感じる」が 37.6％と最も高く、次いで「感じることがない」が 29.4％、「あまり感じ

ることがない」が 25.9％となっている。 

 男女別、年代別ともに「たまに感じる」が最も高くなっている（同率含む）。 

 

 

 

 

 

 

  

  

よく感じる

7.1%

たまに感じる

37.6%

あまり感じる

ことがない

25.9%

感じることが

ない

29.4%

(n=978）

  

全  体 (n=978)

男性 (n=456)

女性 (n=516)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=164)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=409)

性

別

年

齢

7.1

7.2

7.0

16.5

7.9

3.7

12.2

4.6

37.6

33.3

41.5

39.4

36.5

39.6

38.4

41.1

35.5

25.9

26.3

25.4

21.2

22.4

24.8

28.7

23.3

27.1

29.4

33.1

26.2

39.4

24.7

27.7

29.3

23.3

32.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく感じる たまに感じる あまり感じることがない 感じることがない



23 

 

（６）身の回りの人が生きづらそうだと感じる理由 

問６ 『問 5 で 1～3』を選んだ方にお聞きします。どのような理由で身の回り

の人が生きづらそうにしていると感じましたか。あてはまるものに○をつ

けてください。（○はいくつでも）  

 

「障害者に関するもの」が 32.5％と最も高く、次いで「年齢に関するもの」が 26.0％、「所

得・財産に関するもの」が 25.9％となっている。 

 男女ともに「障害者に関するもの」が最も高くなっている。 

 年代別にみると、15～19 歳・20～29 歳で「学歴に関するもの」が最も高く、30 代以上で

「障害者に関するもの」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

(n = 584)

障害者に関するもの

年齢に関するもの

所得・財産に関するもの

職業に関するもの

性別に関するもの

学歴に関するもの

疾病患者、医療従事者等に関するもの

国籍に関するもの

身体的特徴に関するもの

性的指向・性自認・性表現に関するもの

宗教・信仰に関するもの

思想・信条に関するもの

犯罪被害に関するもの

住所・出身地に関するもの

犯罪歴に関するもの

その他（不明）（自由記述）

32.5

26.0

25.9

21.4

14.9

14.7

13.7

13.5

11.5

9.9

8.9

7.4

5.3

4.6

1.9

10.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

障害者に関
するもの

年齢に関す
るもの

所得・財産に
関するもの

職業に関す
るもの

性別に関す
るもの

学歴に関す
るもの

疾病患者、
医療従事者
等に関する

もの

国籍に関す
るもの

身体的特徴
に関するも

の

性的指向・
性自認・性
表現に関す

るもの

宗教・信仰に
関するもの

思想・信条に
関するもの

犯罪被害に
関するもの

住所・出身
地に関する

もの

犯罪歴に関
するもの

その他（不
明）（自由記

述）

584 190 152 151 125 87 86 80 79 67 58 52 43 31 27 11 62

- 32.5 26.0 25.9 21.4 14.9 14.7 13.7 13.5 11.5 9.9 8.9 7.4 5.3 4.6 1.9 10.6

255 87 63 74 66 32 40 30 38 36 24 21 24 16 15 7 26

- 34.1 24.7 29.0 25.9 12.5 15.7 11.8 14.9 14.1 9.4 8.2 9.4 6.3 5.9 2.7 10.2

325 102 87 76 59 55 46 50 41 30 34 31 19 15 12 4 36

- 31.4 26.8 23.4 18.2 16.9 14.2 15.4 12.6 9.2 10.5 9.5 5.8 4.6 3.7 1.2 11.1

17 4 2 2 2 2 5 0 3 3 0 0 0 0 0 0 4

- 23.5 11.8 11.8 11.8 11.8 29.4 0.0 17.6 17.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.5

56 10 6 13 15 14 16 5 12 9 14 8 5 7 3 1 4

- 17.9 10.7 23.2 26.8 25.0 28.6 8.9 21.4 16.1 25.0 14.3 8.9 12.5 5.4 1.8 7.1

59 21 13 16 20 15 11 9 12 6 8 4 5 2 5 0 12

- 35.6 22.0 27.1 33.9 25.4 18.6 15.3 20.3 10.2 13.6 6.8 8.5 3.4 8.5 0.0 20.3

94 35 22 26 19 17 15 12 13 12 12 6 7 4 6 3 11

- 37.2 23.4 27.7 20.2 18.1 16.0 12.8 13.8 12.8 12.8 6.4 7.4 4.3 6.4 3.2 11.7

124 38 30 32 29 20 17 22 10 15 6 8 9 5 3 1 12

- 30.6 24.2 25.8 23.4 16.1 13.7 17.7 8.1 12.1 4.8 6.5 7.3 4.0 2.4 0.8 9.7

230 81 77 61 40 19 22 32 29 21 18 26 17 13 10 6 19

- 35.2 33.5 26.5 17.4 8.3 9.6 13.9 12.6 9.1 7.8 11.3 7.4 5.7 4.3 2.6 8.3

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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具体的な内容 

【障害者に関するもの】 

⚫ 精神・発達障害の人が、偏見や差別のせいで社会に馴染めておらず、活躍できていないこと 

⚫ 電車・公共施設・タクシーなどでバリアフリーが実現していないこと 

⚫ 街中で助けを必要としている障害者の方が無視されていること  

⚫ 障害者をケアしている家族への援助が不足していること 

⚫ 障害者の方にどのような手助けが必要なのかわからないこと 

 

【年齢に関するもの】 

⚫ 若い世代の将来が不安なこと 

⚫ 職によって年齢制限があること 

⚫ 街中で高齢者の方が困っている姿をよく見ること 

⚫ 高齢者の外出支援や一人暮らしの支援、病気や介護に対する支援など、生活に対する支援が

不足していること 

⚫ 誰かを介護するかもしれないという不安 

 

【所得・財産に関するもの】 

⚫ 所得が低く、学業等が制限されている人がいること 

⚫ 生活費に対して収入が少ない人がいること 

⚫ 生活保護の人が差別されていること 

⚫ 年収が少なくて差別されている人がいること 

 

【職業に関するもの】 

⚫ 労働環境が悪いこと 

⚫ 独身男性という理由で過重労働になっていること 

⚫ 共働きなのに、女性ばかりこどもの関係で有休をとらなければならないこと  

⚫ 職業による差別や偏見があること 

⚫ 非正規雇用の人が正規雇用の人よりも待遇が悪いこと 

 

【性別に関するもの】 

⚫ 女性のキャリア形成と子育ての両立が難しいこと 

⚫ 職場に男尊女卑の考えが残っていること 

⚫ 育休が取りづらいなど、男性の子育て参加が難しいこと 

⚫ 男らしさ、女らしさの押し付けがあること 

 

【学歴に関するもの】 

⚫ 中卒・高卒の人の職業選択の幅が狭かったり、職場での待遇が悪かったりすること  

⚫ 出身校で人間性を判断されること 
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【疾病患者、医療従事者等に関するもの】 

⚫ 持病を抱える人が日常生活を送るだけでも大変そうなうえに、差別や偏見があること  

⚫ 医療従事者の労働環境が悪いこと 

 

【国籍に関するもの】 

⚫ 日本語が得意でない人が周囲とのコミュニケーションがとれていないこと  

⚫ 外国人に対する差別や偏見があること 

⚫ 日本への帰化が難しいこと 

 

【身体的特徴に関するもの】 

⚫ 見た目による偏見やからかいがあること 

 

【性的指向・性自認・性表現に関するもの】 

⚫ 同性愛者の人がパートナーと法的な関係を設けることができないこと 

⚫ 性的少数者の人が誰にも相談できていなかったこと 

⚫ 性的少数者に対する差別や偏見があること 

 

【宗教・信仰に関するもの】 

⚫ 特定の宗教への差別や偏見があること 

⚫ 宗教 2 世であること 

 

【思想・信条に関するもの】 

⚫ 思想・信条の多様性が他人に認められないこと 

 

【犯罪被害に関するもの】 

⚫ 犯罪被害者へのケアが不足していること 

 

【住所・出身地に関するもの】 

⚫ 住所や出身地で差別されること 

 

【犯罪歴に関するもの】 

⚫ 前科のある人の社会復帰が難しいこと 

 

【その他】 

⚫ 孤独や孤立に陥っている人がいること 

⚫ 子育て世帯や介護世帯に対する支援が少ないこと 

⚫ 人間関係 
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（７）生きづらさを感じた場合に必要な相談先 

問７ 今後、あなたや身の回りの人が生きづらさを感じた場合に、どのような相

談先が必要だと考えますか。（○はいくつでも）  

 

「国、県または市町村の相談窓口」が 64.3％と最も高く、次いで「家族や友人など身近な人」

が 61.3％、「民間の相談窓口」が 38.0％となっている。 

 男女ともに「国、県または市町村の相談窓口」が最も高くなっている。  

 年代別にみると、15～19 歳から 40～49 歳で「家族や友人など身近な人」が最も高く、50

代以上で「国、県または市町村の相談窓口」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

(n = 957)

国、県または市町村の相談窓口

家族や友人など身近な人

民間の相談窓口

人権相談窓口や人権擁護委員

弁護士、法テラス

学校の先生や勤務先の上司

特に必要ない

その他

64.3

61.3

38.0

30.7

21.1

20.7

2.6

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

国、県または
市町村の相

談窓口

家族や友人
など身近な

人

民間の相談
窓口

人権相談窓
口や人権擁

護委員

弁護士、法
テラス

学校の先生
や勤務先の

上司

特に必要な
い

その他

957 615 587 364 294 202 198 25 42

- 64.3 61.3 38.0 30.7 21.1 20.7 2.6 4.4

449 270 259 139 142 101 90 19 20

- 60.1 57.7 31.0 31.6 22.5 20.0 4.2 4.5

502 344 324 222 151 101 108 6 21

- 68.5 64.5 44.2 30.1 20.1 21.5 1.2 4.2

31 10 26 11 6 4 10 0 0

- 32.3 83.9 35.5 19.4 12.9 32.3 0.0 0.0

83 47 60 30 18 18 22 0 6

- 56.6 72.3 36.1 21.7 21.7 26.5 0.0 7.2

99 60 75 47 24 20 39 3 8

- 60.6 75.8 47.5 24.2 20.2 39.4 3.0 8.1

163 104 112 74 51 48 54 2 8

- 63.8 68.7 45.4 31.3 29.4 33.1 1.2 4.9

178 124 101 77 68 45 33 8 6

- 69.7 56.7 43.3 38.2 25.3 18.5 4.5 3.4

397 269 209 122 126 67 40 12 13

- 67.8 52.6 30.7 31.7 16.9 10.1 3.0 3.3

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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【その他】 

⚫ 相談しても解決しないと思うので無駄だ 

⚫ 相談先の充実よりも、相談先があることの周知を強化したほうが良い 

⚫ オンラインや SNS での相談を可能とするなど、相談方法を多様化させた方がよい 

⚫ カウンセラー等の専門家 

⚫ なんでも気軽に話すことのできる場 

⚫ 所属する組織 
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（８）多様性に関して今までの学びの機会 

問８ あなたは、学校、職場または地域で、多様性に関して、これまでどのよう

な学びの機会がありましたか。（○はいくつでも）  

 

「テレビ、ラジオ、新聞等」が 44.3％と最も高く、次いで「職場の研修」が 26.1％、「ウェブ

サイト、ＳＮＳ、動画配信サイト等」が 21.5％となっている。 

男女ともに「テレビ、ラジオ、新聞等」が最も高くなっている。  

年代別にみると、15～19 歳・20～29 歳で「小・中・高校における教育」が最も高く、30 代

以上で「テレビ、ラジオ、新聞等」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

(n = 978)

テレビ、ラジオ、新聞等

職場の研修

ウェブサイト、ＳＮＳ、動画配信サイト等

小・中・高校における教育

大学、短大、専門学校における教育

パンフレット、冊子等

ポスター等街頭広告

有識者による講演会

スポーツイベント等での広報活動

住民を対象にした講座

その他

受けたことがない

44.3

26.1

21.5

20.1

12.9

10.1

7.4

6.0

3.7

2.5

1.8

25.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

テレビ、ラジ
オ、新聞等

職場の研修

ウェブサイ
ト、ＳＮＳ、動
画配信サイト

等

小・中・高校
における教

育

大学、短大、
専門学校に
おける教育

パンフレッ
ト、冊子等

ポスター等
街頭広告

有識者によ
る講演会

スポーツイベ
ント等での広

報活動

住民を対象
にした講座

その他
受けたことが

ない

978 433 255 210 197 126 99 72 59 36 24 18 250

- 44.3 26.1 21.5 20.1 12.9 10.1 7.4 6.0 3.7 2.5 1.8 25.6

454 171 137 84 92 50 43 32 25 17 9 9 126

- 37.7 30.2 18.5 20.3 11.0 9.5 7.0 5.5 3.7 2.0 2.0 27.8

519 261 118 126 105 76 55 40 33 19 15 9 121

- 50.3 22.7 24.3 20.2 14.6 10.6 7.7 6.4 3.7 2.9 1.7 23.3

33 12 1 11 24 5 4 2 3 1 0 0 3

- 36.4 3.0 33.3 72.7 15.2 12.1 6.1 9.1 3.0 0.0 0.0 9.1

84 23 17 35 36 30 9 5 4 4 0 3 14

- 27.4 20.2 41.7 42.9 35.7 10.7 6.0 4.8 4.8 0.0 3.6 16.7

101 43 41 39 28 22 9 6 3 4 0 0 17

- 42.6 40.6 38.6 27.7 21.8 8.9 5.9 3.0 4.0 0.0 0.0 16.8

166 61 53 45 33 18 16 13 11 5 2 4 43

- 36.7 31.9 27.1 19.9 10.8 9.6 7.8 6.6 3.0 1.2 2.4 25.9

181 75 73 44 23 25 14 16 10 6 3 3 43

- 41.4 40.3 24.3 12.7 13.8 7.7 8.8 5.5 3.3 1.7 1.7 23.8

408 218 70 36 53 26 46 30 27 16 19 8 127

- 53.4 17.2 8.8 13.0 6.4 11.3 7.4 6.6 3.9 4.7 2.0 31.1

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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【その他】 

⚫ 留学先 

⚫ 書籍 

⚫ 親 
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（９）多様性に関して今後の学びの方法 

問９ あなたは、多様性に関して、今後、どのような方法であれば学ぼうと思い

ますか。（〇はいくつでも）  

 

「テレビ、ラジオ、新聞等」が 55.6％と最も高く、次いで「ウェブサイト、SNS、動画配信サ

イト等」が 35.3％、「職場の研修」が 25.0％となっている。 

 男女ともに「テレビ、ラジオ、新聞等」が最も高くなっている。  

 年代別にみると、15～19 歳で「学校における教育」が最も高く、20～29 歳から 40～49 歳

で「ウェブサイト、SNS、動画配信サイト等」が最も高く、50 代以上で「テレビ、ラジオ、新

聞等」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

(n = 957)

テレビ、ラジオ、新聞等

ウェブサイト、ＳＮＳ、動画配信サイト等

職場の研修

学校における教育

パンフレット、冊子等

住民を対象にした講座

有識者による講演会

スポーツイベント等での広報活動

ポスター等街頭広告

その他

55.6

35.3

25.0

23.9

19.4

18.6

12.7

9.1

7.8

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

テレビ、ラジ
オ、新聞等

ウェブサイ
ト、ＳＮＳ、動
画配信サイト

等

職場の研修
学校におけ

る教育
パンフレッ
ト、冊子等

住民を対象
にした講座

有識者によ
る講演会

スポーツイベ
ント等での広

報活動

ポスター等
街頭広告

その他

957 532 338 239 229 186 178 122 87 75 38

- 55.6 35.3 25.0 23.9 19.4 18.6 12.7 9.1 7.8 4.0

444 218 156 111 95 88 83 57 43 26 24

- 49.1 35.1 25.0 21.4 19.8 18.7 12.8 9.7 5.9 5.4

508 312 182 126 133 98 95 64 44 49 13

- 61.4 35.8 24.8 26.2 19.3 18.7 12.6 8.7 9.6 2.6

32 14 15 2 26 4 0 4 4 3 0

- 43.8 46.9 6.3 81.3 12.5 0.0 12.5 12.5 9.4 0.0

82 26 46 29 26 8 4 4 7 9 3

- 31.7 56.1 35.4 31.7 9.8 4.9 4.9 8.5 11.0 3.7

101 54 56 45 29 16 7 8 13 11 3

- 53.5 55.4 44.6 28.7 15.8 6.9 7.9 12.9 10.9 3.0

165 81 82 58 54 40 19 19 17 14 6

- 49.1 49.7 35.2 32.7 24.2 11.5 11.5 10.3 8.5 3.6

180 103 75 62 37 38 29 24 16 14 4

- 57.2 41.7 34.4 20.6 21.1 16.1 13.3 8.9 7.8 2.2

392 252 64 41 56 80 119 62 30 24 21

- 64.3 16.3 10.5 14.3 20.4 30.4 15.8 7.7 6.1 5.4

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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【その他】 

⚫ 自分で気づくほうが重要と考えるため、学ぶ必要性を感じない  

⚫ 学ぶつもりはない 

⚫ 幼稚園や保育園のころから学んだほうが良い 

⚫ 法令による規制 

⚫ 手話通訳付きのものがあれば受けてみたい 

⚫ 気軽にわかりやすい表現で学べる場所 
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（10）「多様性を活かしたまちづくり」実現に向けた必要な取り組み 

問 10 ｢多様性を活かしたまちづくり」の実現に向けて、あなたはどのような取

り組みが必要だと考えますか。（○はいくつでも）  

 

「学校における教育」が 66.9％と最も高く、次いで「行政による支援」が 51.7％、「行政によ

る広報・啓発」が 45.6％となっている。 

 男女別、年代別ともに「学校における教育」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

(n = 968)

学校における教育

行政による支援

行政による広報・啓発

家庭における教育

行政による相談窓口の整備

事業者による取り組み

法令等による規制

その他

66.9

51.7

45.6

45.4

37.6

26.4

25.3

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

 （上段：件数、下段：％） 

　
調査数

学校におけ
る教育

行政による
支援

行政による
広報・啓発

家庭におけ
る教育

行政による
相談窓口の

整備

事業者によ
る取り組み

法令等によ
る規制

その他

968 648 500 441 439 364 256 245 25

- 66.9 51.7 45.6 45.4 37.6 26.4 25.3 2.6

448 273 220 220 178 152 106 129 15

- 60.9 49.1 49.1 39.7 33.9 23.7 28.8 3.3

515 371 278 220 259 212 149 115 9

- 72.0 54.0 42.7 50.3 41.2 28.9 22.3 1.7

33 29 14 9 14 8 4 8 3

- 87.9 42.4 27.3 42.4 24.2 12.1 24.2 9.1

82 61 36 39 43 20 20 19 2

- 74.4 43.9 47.6 52.4 24.4 24.4 23.2 2.4

101 77 61 44 60 44 33 33 3

- 76.2 60.4 43.6 59.4 43.6 32.7 32.7 3.0

166 118 90 69 80 59 63 43 1

- 71.1 54.2 41.6 48.2 35.5 38.0 25.9 0.6

181 124 98 81 90 76 66 56 4

- 68.5 54.1 44.8 49.7 42.0 36.5 30.9 2.2

400 235 199 198 150 157 69 85 11

- 58.8 49.8 49.5 37.5 39.3 17.3 21.3 2.8

  全  体

５０～５９歳

６０歳以上

性
別

男性

女性

年
齢

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳
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【その他】 

⚫ メディアによる啓発 

⚫ ボランティア活動など自主的に取り組める環境づくり 

⚫ 地域による取り組み 

⚫ 国や行政がかかわるべきではない 

⚫ 多様性に関する取組は不要だ 

⚫ いろいろな人と接する機会や環境が必要 
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（11）市へのご意見・ご要望 

問 11 多様性を活かしたまちづくりについて、市へのご意見・ご要望があれば自

由にお書きください。 

 

（１）多様性をいかしたまちづくりへの期待（10 件） 

⚫ 勇気づけられる市民もいると思うので、前向きに期待する 

⚫ 継続性をもって取り組んでほしい 

 

（２）多様性をいかしたまちづくりへの具体的な施策の要望（68 件） 

⚫ 相談場所を増やし利用しやすくしてほしい 

⚫ 高齢者・外国人・性別などの個別の困りごとに寄り添った施策を実施してほしい  

⚫ イベントなどによる周知啓発を充実してほしい 

⚫ 多様性について市民が理解し実践できるよう、教育に力をいれてほしい  

 

（３）目指すべきまちづくりの方向性（58 件） 

⚫ 行政が明確なメッセージを打ち出し、主導して進めてほしい 

⚫ いろいろな人が交流できるまちとなることを望む 

⚫ 市民同士が認めあい、決めつけあわない社会が良い 

⚫ 属性問わず色々な人が多様性について理解をすることが必要である  

 

（４）多様性をいかしたまちづくりへの懸念（外国人関係）（2 件） 

⚫ 多様性を尊重することで、外国籍の人がモラルやルールを守らなくなることが不安である  

 

（５）多様性をいかしたまちづくりへの懸念（LGBT 関係）（11 件） 

⚫ 女性を自称する男性が、女性トイレや更衣室、浴場などを使用することが不安である  

⚫ 性犯罪が増える可能性があり、女性の安全な暮らしへの危機感を感じる  

 

（６）多様性を活かしたまちづくりへの懸念（その他）（36 件） 

⚫ 多様性は大事だが、少数派の意見が尊重されるあまり多数派の意見が無視されることが心配

である 

⚫ 「多様性を認めない」ことや「男らしさ」「女らしさ」も多様性であることを認めてほしい  

⚫ 多様性といっても色々な側面があり、全てを同時に行うのは難しいのではないか  
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（７）多様性をいかしたまちづくりを進める必要がないとの意見（14 件） 

⚫ 多様性は個々人の問題だから、行政が関与すべきではない 

⚫ 多様性の理解は自然に進んでいくものだから、行政が実施する必要はない  

 

（８）その他（21 件） 

⚫ 多様性がわからない・関心がない 

⚫ 自分の生きづらさはどうしようもないことだと考えている 
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３．男女共同参画社会に関する意識について 

（１）男女の地位は平等か 

問 12 あなたは現在、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

（ア）～（キ）のそれぞれについて、あてはまる番号を１つずつ選んで○

をつけてください。  

（ア）家庭生活で 

「平等になっている」が 36.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が 35.1％、「男性の方が非常に優遇されている」が 11.3％となっている。 

 男女別にみると、男性では「平等になっている」が 43.2％と最も高く、女性では「どちらか

といえば男性の方が優遇されている」が 37.4％と最も高くなっている。 

 年代別にみると、15～19 歳から 30～39 歳・60 歳以上で「平等になっている」が最も高い

が、40～40 歳・50～5９歳では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くな

っている。 

 

  

  

女性の方が非常に優遇されている

1.1% どちらかといえば女性

の方が優遇されている

7.1%

平等になって

いる

36.8%

どちらかといえば男性

の方が優遇されている

35.1%

男性の方が非常に

優遇されている

11.3%

わからない

8.6%

(n=968）

  

全  体 (n=968)

男性 (n=449)

女性 (n=514)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=84)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=181)

６０歳以上 (n=398)

性

別

年

齢

1.1

1.3

1.0

1.2

2.9

1.8

1.0

7.1

9.8

4.9

12.1

7.1

9.8

7.9

7.2

5.8

36.8

43.2

31.3

54.5

38.1

33.3

30.9

33.1

40.2

35.1

32.7

37.4

21.2

36.9

31.4

33.3

38.1

36.4

11.3

4.7

16.7

3.0

4.8

9.8

17.6

12.7

10.1

8.6

8.2

8.8

9.1

11.9

12.7

8.5

8.8

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（イ）職場で 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 38.4％と最も高く、次いで「平等にな

っている」が 24.2％、「男性の方が非常に優遇されている」が 16.2％となっている。 

 男女ともに「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっている。  

 年代別にみると 20～29 歳では「平等になっている」が 35.7％と最も高いが、30 代以

上では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっている。  

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

0.8% どちらかといえば女性の

方が優遇されている

8.1%

平等になっている

24.2%

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

38.4%

男性の方が非常に

優遇されている

16.2%

わからない

12.2%

(n=950）

  

全  体 (n=950)

男性 (n=442)

女性 (n=504)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=84)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=382)

性

別

年

齢

0.8

1.1

0.4

2.4

1.0

0.6

0.6

0.5

8.1

11.5

5.2

12.1

8.3

16.7

11.5

10.6

2.9

24.2

26.5

22.2

33.3

35.7

22.5

27.3

24.4

19.9

38.4

38.5

38.5

33.3

31.0

34.3

32.7

37.2

44.8

16.2

13.1

19.0

3.0

14.3

16.7

17.6

20.6

15.2

12.2

9.3

14.7

18.2

8.3

8.8

10.3

6.7

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（ウ）学校教育の場で 

「平等になっている」が 55.8％と最も高く、次いで「わからない」が 25.5％、「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」が 11.8％となっている。 

 男女別、年代別ともに「平等になっている」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

0.4%
どちらかといえば女性

の方が優遇されている

4.6%

平等になって

いる

55.8%

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

11.8%

男性の方が非常に

優遇されている

1.9%

わからない

25.5%

(n=936）

  

全  体 (n=936)

男性 (n=433)

女性 (n=499)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=163)

５０～５９歳 (n=178)

６０歳以上 (n=372)

性

別

年

齢

0.4

0.7

0.2

3.0

2.4

0.6

4.6

5.8

3.4

18.2

10.6

6.9

3.7

3.4

2.2

55.8

58.4

53.5

63.6

55.3

50.5

60.1

55.6

54.8

11.8

9.7

13.6

15.2

12.9

6.9

9.2

11.2

14.0

1.9

2.3

1.6

4.7

2.0

1.8

1.1

1.9

25.5

23.1

27.7

14.1

33.7

24.5

28.7

27.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（エ）地域社会で 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 36.2％と最も高く、次いで「平等になって

いる」が 30.4％、「わからない」が 18.2％となっている。 

 男女別にみると、男性では「平等になっている」が 38.3％と最も高いが、女性では「どちら

かといえば男性の方が優遇されている」が 40.2％と最も高くなっている。 

 年代別にみると、20～29 歳・40～49 歳では「平等になっている」が最も高いが、30～39

歳・50 代以上では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

0.5% どちらかといえば女性

の方が優遇されている

6.6%

平等になって

いる

30.4%

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

36.2%

男性の方が非常に

優遇されている

8.1%

わからない

18.2%

(n=956）

  

全  体 (n=956)

男性 (n=446)

女性 (n=505)

１５～１９歳 (n=32)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=163)

５０～５９歳 (n=179)

６０歳以上 (n=391)

性

別

年

齢

0.5

0.9

3.1

1.0

0.6

0.3

6.6

9.4

4.0

9.4

10.6

8.9

7.4

6.7

4.3

30.4

38.3

23.6

31.3

37.6

21.8

32.5

30.7

30.2

36.2

31.8

40.2

18.8

23.5

29.7

27.0

36.9

45.8

8.1

5.4

10.5

3.1

2.4

10.9

10.4

10.1

7.2

18.2

14.1

21.8

34.4

25.9

27.7

22.1

15.6

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（オ）政治の場で 

「男性の方が非常に優遇されている」が 48.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば男性の

方が優遇されている」が 33.4％、「平等になっている」が 7.5％となっている。 

 男女ともに「男性の方が非常に優遇されている」が最も高くなっており、女性では半数を超え

ている。 

 年代別にみると、15～19 歳では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高く、

20 代以上では「男性の方が非常に優遇されている」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

0.6%

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

2.2%

平等になっている

7.5%

どちらかといえば男性

の方が優遇されている

33.4%

男性の方が非常に

優遇されている

48.9%

わからない

7.4%

(n=960）

  

全  体 (n=960)

男性 (n=445)

女性 (n=510)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=102)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=390)

性

別

年

齢

0.6

1.3

3.0

1.2

1.1

0.5

2.2

2.2

2.0

3.0

2.4

5.9

3.0

2.2

0.5

7.5

12.1

3.5

15.2

7.1

10.8

6.1

7.8

6.7

33.4

34.8

32.4

42.4

38.8

25.5

29.7

27.8

37.9

48.9

41.8

55.1

30.3

44.7

46.1

52.7

52.8

48.7

7.4

7.6

7.1

6.1

5.9

11.8

8.5

8.3

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（カ）法律や制度の上で 

「平等になっている」が 32.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が 28.0％、「わからない」が 17.5％となっている。 

 男女別にみると、男性では「平等になっている」が最も高いが、女性では「どちらかといえば

男性の方が優遇されている」が最も高くなっている。 

 年代別にみると、30～39 歳を除く全ての年代で「平等になっている」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

2.1%

どちらかといえば女性

の方が優遇されている

4.8%

平等になっている

32.7%

どちらかといえば男性

の方が優遇されている

28.0%

男性の方が非常に

優遇されている

14.9%

わからない

17.5%

(n=949）

  

全  体 (n=949)

男性 (n=444)

女性 (n=500)

１５～１９歳 (n=32)

２０～２９歳 (n=84)

３０～３９歳 (n=100)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=177)

６０歳以上 (n=386)

性

別

年

齢

2.1

3.8

0.4

3.1

3.6

1.0

0.6

3.4

1.8

4.8

7.0

2.8

9.4

6.0

9.0

7.9

3.4

2.3

32.7

39.2

26.8

40.6

33.3

23.0

30.9

32.8

35.0

28.0

26.4

29.6

15.6

26.2

26.0

23.6

27.7

32.1

14.9

9.9

19.4

9.4

15.5

14.0

20.0

16.4

12.7

17.5

13.7

21.0

21.9

15.5

27.0

17.0

16.4

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（キ）社会通念・慣習・しきたりなどで 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 44.1％と最も高く、次いで「男性の方が非

常に優遇されている」が 30.3％、「わからない」が 10.8％となっている。 

 男女別にみると、男女ともに「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高く 4 割

を超えている。 

 年代別にみると、30～39 歳では「男性の方が非常に優遇されている」が最も高く、その他の

年代では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっている。  

 

 

 

 

 

  

  

  

女性の方が非常に優遇されている

1.1%
どちらかといえば女性の

方が優遇されている

3.5%

平等になって

いる

10.1%

どちらかといえば

男性の方が優遇さ

れている

44.1%

男性の方が非常に

優遇されている

30.3%

わからない

10.8%

(n=966）

  

全  体 (n=966)

男性 (n=450)

女性 (n=511)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=84)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=165)

５０～５９歳 (n=180)

６０歳以上 (n=398)

性

別

年

齢

1.1

2.4

0.0

3.0

2.4

4.0

0.6

1.1

0.3

3.5

5.3

1.8

15.2

2.4

4.0

4.8

2.8

2.3

10.1

15.8

5.3

21.2

19.0

10.9

9.7

9.4

7.8

44.1

42.7

45.4

30.3

40.5

26.7

41.8

45.0

51.0

30.3

24.7

35.4

21.2

21.4

31.7

32.7

32.2

30.9

10.8

9.1

12.1

9.1

14.3

22.8

10.3

9.4

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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（２）「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について 

問 13 あなたは「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について、どの

ように思いますか。あてはまる番号を 1 つ選んで○をつけてください。  

 

「反対」が 34.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば反対」が 30.5％、「どちらかといえ

ば賛成」が 19.0％となっている。 

 男女別にみると、男女ともに「反対」が最も高いが、男性で 29.4％、女性で 39.7％と差がみ

られる。 

年代別にみると、「反対」は 15～19 歳で 57.6％と最も高く、年代が上がるにつれて減少し、

60 歳以上では「どちらかといえば反対」が 31.2％と最も高くなっている。 

 

 

 

  

  

賛成

3.6%

どちらかといえば賛成

19.0%

どちらかといえば反対

30.5%

反対

34.7%

わからない

12.2%

(n=976）

  

全  体 (n=976)

男性 (n=453)

女性 (n=517)

１５～１９歳 (n=33)

２０～２９歳 (n=85)

３０～３９歳 (n=101)

４０～４９歳 (n=166)

５０～５９歳 (n=179)

６０歳以上 (n=407)

性

別

年

齢

3.6

3.8

3.5

3.0

3.6

3.9

4.7

19.0

24.3

14.3

12.1

11.8

13.9

18.1

15.1

24.3

30.5

28.5

32.5

21.2

34.1

28.7

27.1

33.5

31.2

34.7

29.4

39.7

57.6

44.7

39.6

36.1

35.8

28.7

12.2

14.1

10.1

9.1

9.4

14.9

15.1

11.7

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない
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Ⅲ 資料編 

１ 調査票 
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